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	00_1_申請書（慶應義塾・学習院）_20231205
	00_2_協定書（慶應義塾・学習院）_20240206
	00_3_認証評価の結果の抄本
	01_1_法曹コースに係る学内規程等の該当部分の抜粋
	1. 所属手続
	(1) 法曹コースに在籍したうえで法科大学院に進学したいと希望する者は、１年次の３月（２年次進級直前。成績表交付後３月３１日まで）、または２年次の３月（３年次進級直前。成績表交付後３月３１日まで）に、法曹コース在籍届を提出しなければならない。

	2. 修了要件
	(1) 法曹コースを修了するためには、表1に従い、必修科目56単位を習得しなければならない。
	(2) 卒業のために修得が必要な科目（法曹コース以外の授業科目を含む）の履修登録の上限は各年次48単位までとする（運用細則第2条第3項参照）。
	(3) 各科目の履修は、法学科履修規定による。
	(4) 法曹コース在籍者は、原則として、学習院大学学則第49条第2項の定める「早期卒業制度」により修了する。
	(5) 法曹コース修了資格のある者は、次の各号に掲げる要件をすべて満たすものとする（運用細則第２条第２項参照）。
	(a) 法学部法学科の卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。
	(b) 法曹コース修了に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。
	(c) 在学期間を通じたGPAが3.200以上であること。

	(6) 法曹コースにおけるGPAの算出に当たっては、表2の成績評価基準による。

	3. 法曹コースの修了
	(1) 法曹コースの修了を希望する者は、修了希望年度の４月の指定された期日までに、法学部長に対し、所定の法曹コース修了願を提出しなければならない。この願い出をするためには、修了希望年度の前年度までに法曹コース修了に必要な単位のうち36単位以上を修得し、かつ修得した科目（法曹コース以外の授業科目を含む）のGPAが3.200以上であることを必要とする（運用細則第３条第２項参照）。法学部長は、法学部教授会の承認に基づいて法曹コース修了を認定し、修了者に修了証明書を交付する（運用細則第３条第３項参照）。
	(2) 法曹コースの修了を希望する者で、修了希望年度の前年度までに法曹コース修了に必要な単位のうち36単位以上を修得し、かつ修得した科目（法曹コース以外の授業科目を含む）のGPAが3.200以上である者は、法学部長から法曹コース修了見込証明書の交付を受けることができる（運用細則第４条参照）。
	(3) 早期卒業制度を利用して法曹コースの修了を予定する者（以下、「早期卒業修了者」という。）は、３年次の４月の指定された期日までに、法学部長に対し、所定の早期卒業願を提出しなければならない（運用細則第３条第１項参照）。
	(4) 早期卒業修了者の修了時期は、3年次の3月とする（運用細則第５条本文参照）。

	4. 3年次に修了しない場合
	(1) 早期卒業制度を利用しないで法曹コースを修了しようとする者（以下、「非早期卒業修了者」という。）の修了時期は、4年次の3月とする（運用細則第５条但書参照）。非早期卒業修了者は、3年次の4月に早期卒業願を提出する必要はない。
	(2) 法曹コース修了願及び早期卒業願を提出した者が、早期卒業要件及び法曹コース修了要件をともに満たさなかった場合、早期卒業はできず、法曹コースも修了できない。この場合には、連携法科大学院に合格していたときでも、合格は取り消される。
	(3) 法曹コース修了願及び早期卒業願を提出した者が、早期卒業要件及び法曹コース修了要件をともに満たさなかった場合であっても、3年終了時に法曹コース修了に必要な単位のうち36単位以上を修得し、かつ修得した科目（法曹コース以外の授業科目を含む）のGPAが3.200以上であるときは、４年次在籍中に実施される連携法科大学院特別選抜を受験することができる。
	(4) 法曹コース修了願及び早期卒業願を提出した者が、早期卒業要件は満たしたものの法曹コース修了要件は満たさなかった場合、法曹コースは修了できない。この場合には、連携法科大学院に合格していたときでも、合格は取り消される。
	(5) 法曹コース修了願及び早期卒業願を提出した者が、早期卒業要件は満たしたものの法曹コース修了要件は満たさなかった場合、法曹コースは修了できないが、早期卒業することはできる（ただし、当初卒業発表時には、早期卒業認定・発表はされず、連携法科大学院以外への進学が決定しているなどの理由から早期卒業を希望する者は、当初卒業発表時に交付された成績表を確認したうえで、指定された期日までに追加早期卒業願を提出することで、早期卒業できる）。この場合、早期卒業しなかった者について、3年終了時に法曹コース修了に必要...
	(6) 法曹コース修了願を提出し、法曹コース修了要件は満たしたものの早期卒業願を提出しなかった場合、または提出後取下げた場合、４年終了時に法曹コース修了が認定される。この場合には、３年次に連携法科大学院特別選抜を受験し合格していたときでも、合格は取り消される。ただし、3年終了時に法曹コース修了に必要な単位のうち36単位以上を修得し、かつ修得した科目（法曹コース以外の授業科目を含む）のGPAが3.200以上であるときは、４年次在籍中に実施される連携法科大学院特別選抜を受験できる。

	5. 4年次に修了しない場合
	(1) ４年終了時に、卒業要件は満たすが法曹コース修了要件を満たさなかった場合、卒業認定はされるが、法曹コース修了は認定されない。この場合には、連携法科大学院に合格していたときでも、合格は取り消される。

	6. 法曹コース修了手続等の停止
	(1) 早期卒業を希望する者が早期卒業願を取下げた場合または前記2のいずれかの要件を満たさなくなった場合には、早期卒業認定の手続を停止する（運用細則第６条第１項参照）。早期卒業願を提出したが、これを取下げたい場合は、所定の早期卒業辞退願を、当該年度の１月３１日までに提出しなければならない。
	(2) 法曹コース修了を希望する者が法曹コース修了願を取下げた場合または前記2のいずれかの要件を満たさなくなった場合には、法曹コース修了認定の手続を停止する（運用細則第６条第２項参照）。法曹コース修了願を提出したが、これを取下げたい場合は、所定の法曹コース修了辞退願を、当該年度の１月３１日までに提出しなければならない。
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